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春
の
　
お
　
と
ず
れ

遠
賀
川
の
川
原
に
顔
を
出
し
た
つ
く
し
の
坊
や

今
年
も
早
や
三
月
　
－
。
山
の
木
や

草
花
も
永
い
眠
り
か
ら
さ
め
て
芽
を
出

し
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

こ
こ
遠
賀
川
の
川
原
で
は
、
春
を
つ

げ
る
〝
つ
く
し
の
坊
や
″
が
顔
を
出
し

日
曜
日
と
も
な
る
と
春
の
陽
ざ
Ｌ
に
誘

わ
れ
て
つ
く
し
を
つ
む
家
族
づ
れ
が
、

ち
ら
ほ
ら
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

今
か
ら
日
一
日
と
暖
か
く
な
り
、
桜

の
花
も
、
も
う
す
ぐ
咲
き
、
山
に
は
わ

ら
び
が
芽
を
出
し
、
い
よ
い
よ
行
楽
シ

ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
す
。
あ
な
た
も
休

み
の
日
に
は
、
外
で
春
の
日
ざ
Ｌ
を
浴

び
て
つ
く
し
つ
み
で
も
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

確
定
申
告
は

3

月

1

5

日

ま

で

住
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
の
期
限
は
3
月
1
5
日
ま
で

で
す
。
ま
だ
申
告
が
す
ん
で
な
い

万
は
、
必
ず
申
告
し
て
下
さ
い
。
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粗
暴
運
転
・
め
い
わ
く
運
転
を
追
放

町
営
住
宅
空
家
募
集

水巻町内、遠賀都内交通事故発生状況
（昭和56年1月～12月）

死 亡 事 故 重 傷 事 故 軽 傷 事 故

件数 死 亡者 件数 重傷 者 件 数 軽傷 者

水 巻町 内
3

人

3 18

人

知 120

人

185

遠 賀郡 内 6 6 55 6 1 4 1 7 6 16

三
月
一
日
か
ら
来
年
の
二
月
二
十
八

日
ま
で
〝
粗
暴
運
転
・
め
い
わ
く
交
通

を
追
放
し
安
全
な
福
岡
県
を
築
く
県
民

運
動
″
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
は
、
身
近
か
に
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
人
に
は
、
何
か
他
人
事
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
福
岡
県
で
昭

和
五
十
六
年
に
起
っ
た
交
通
事
故
件
数

は
、
二
万
八
千
五
百
八
十
六
件
に
及
ん

で
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
交
通
事
故
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
万
は
、
二
百
八
十

一
人
と
前
年
に
比
べ
十
二
人
も
増
え
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
今
年

も
さ
ら
に
増
え
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な

り
ま
す
。

ま
た
水
巻
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
五

十
六
年
中
、
百
四
十
一
件
の
交
通
事
故

が
起
き
三
名
の
人
が
尊
い
命
を
お
と
し

て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
福
岡
県
は
交
通
事
故
発
生
件

数
で
第
三
位
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
安

全
な
福
岡
県
を
築
く
た
め
に
は
、
死
亡

事
故
に
直
接
に
結
び
つ
く
無
免
許
、
酒

酔
い
及
び
青
少
年
の
暴
走
運
転
、
粗
暴

運
転
を
徹
底
的
に
追
放
し
、
併
せ
て
交

通
秩
序
を
著
し
く
阻
害
す
る
め
い
わ
く

交
通
に
つ
い
て
も
排
除
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
安
全
運
転

に
努
め
、
「
安
全
な
福
岡
県
」
を
築
き

ま
し
ょ
ー
つ
。

国
民
健
康
保
険
証
の
切
替
え

あ
な
た
が
今
持
っ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
（
藤
色
）
は
、
今
年
の
3
月
3
1

日
ま
で
し
か
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

次
の
日
程
で
新
し
い
保
険
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
日
時
厳
守
の
う
え
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
品
　
保
険
証
と
印
鑑

※
保
険
税
を
ま
だ
納
め
て
な
い
方
は
、

こ
の
切
替
え
時
期
（
3
月
3
1
日
）
ま
で

に
納
め
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

保険証の切替え日程
3 3 3 月

日

月 月 月
31 30 29
日 ‖ 日

猪 高 古 机 鯉 書 林 二 立

地

区

名

熊 松 賀 社 口 ・田 住 町 屋
町 団 ’ 宅 団 団 宅 住 敷
住 地 新
’ ’生

’地
宮 ’

地 三 ㍍

お 樋 街 ノ　美
下 吉
杜 野

田 「 左
か　口　 ’
の ’梅

‾二下 輿

台 猪　ノ
熊 木

団

宅 団
’地

高 ’

蔓 霞 蒼

地 尾 頃
団 末
地 ’

’入 団
吉 江 地
田　飽 ’

机 三 産 二

午　　 年 時
後 ～ 前
4　　　 9

間時　　 時

竃ｉ 場
所

町
で
は
、
昭
和
5
7
年
度
空
家
町
営
住

宅
．
（
別
表
）
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

希
望
者
は
早
め
に
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

3

月

2

3

Ｒ

∵

（

4

月

3

日

申
込
用
紙
の
交
付

役
場
住
宅
係
及
び
住
民
課
窓
口

（
3
月
1
0
日
か
ら
）

申
込
先

役
場
住
宅
係

申
込
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
し
、
水
巻
町
内
に
住

所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ
る
こ
と
。

㊥
水
巻
町
内
で
外
国
人
登
録
を
行
っ
て

い
る
万
で
「
昭
和
2
7
年
4
月
2
8
日
」

（
平
和
条
約
発
効
日
）
に
日
本
国
箱

を
離
脱
し
た
者
で
、
昭
和
2
0
年
9
月

2
日
（
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
日
）

以
前
か
ら
引
続
き
本
邦
に
在
留
し
て

い
る
者
及
び
そ
の
直
系
卑
属
で
本
邦

で
出
生
し
、
引
続
き
在
留
し
て
い
る

者
で
あ
る
こ
と
。

㊥
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同

様
の
事
情
に
あ
る
者
、
そ
の
他
婚
姻

の
予
約
者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

④
申
込
者
及
び
同
居
親
族
の
収
入
の
合

計
が
一
定
水
準
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑤
男
子
6
0
歳
、
女
子
5
0
歳
以
上
の
単
身

者
、
身
体
障
害
者
（
制
限
あ
り
）
等

の
単
身
者
の
申
込
み
は
で
き
ま
す
（

木
造
2
種
の
み
）

⑥
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
者
。

⑦
家
賃
の
支
払
い
等
に
つ
き
確
実
な
連

帯
保
証
人
1
名
が
あ
る
こ
と
。

⑨
入
居
す
る
世
帯
全
員
が
団
地
内
で
円

満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と

※
申
込
み
は
、
一
世
帯
で
二
戸
し
か
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ど
の
種
類
に
申
込

む
か
を
決
め
て
申
込
み
下
さ
い
。

な
お
郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
受
付
け

ま
せ
ん
。

入
居
予
定
は
5
7
年
6
月
1
日
か
ら
5
8

年
3
月
3
1
日
と
な
り
ま
す
。

い野 ＼一緒頃垣下二 ‾‾士
．・．・・．＿ロ

五吉 鯉 高 団

釦 窓 町 階昌 階昌 口

団

松

団
地

地地　 住住住住住 建地 建地 地 地 名

・′．2 2 1 2 準 1 欒 1 欒 1 種

種 種 種 種 混 ・
合 2

混 ・
合 2

混 ・
合 2 別

二 簡
階 耐

料木

耐造
筒木
耐造

二簡
階耐

五中
階耐

五中

階耐
五中
階耐

柄

建 平平 平平 建 建 自
建

建 造

6 ？～苧 6　 6 6　45 6　 6 6 6　45
間

取

り

6 応　 45 3　 6 3　45

45　45

Ｋ　 Ｋ

45　6 6 6　45

6 ＤＫ　Ｋ 45　ＤＫ 3　ＤＫ 6 6　 6

ＤＫ Ｋ ＤＫ ＤＫ ＤＫ　ＤＫ

1 1
5　 4 6　 5 7　 6

1 1 1 2　 1
豪

貨

8　 6 0　 8 8　 7 0　 3

0 ～0 7～7 3 ～3 5・、0 0 －5 0－0 0～0
0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　 0
0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　 0 0　 0
円　 円 円　 円 円　 円 円　 円 円　 円 円　 円 円　 円

5 5 5 5 3 8

み人

声管
戸 戸 戸 戸 戸 戸 見

教込

人権を守りあってよい社会　　　水巻南中2年　岡田和正

「
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三
種
混
合
予
防
接
種

三
種
混
合
（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
セ

破
傷
風
）
の
予
防
接
種
が
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。

▽
対
象
児

第
一
期
の
接
種
・
・
・
生
後
2
4
カ
月
か
ら

4
8
カ
月
ま
で
の
幼
児
、
3
週
間
か

ら
8
週
間
の
間
隔
で
3
回
受
け
れ

ば
第
一
期
は
完
了
で
す
。
（
日
程

表
を
よ
く
見
て
受
け
て
下
さ
い
）

第
二
期
の
接
種
…
第
一
期
の
3
回
接

種
が
終
っ
て
か
ら
、
1
年
か
ら
ｌ

年
6
カ
月
経
過
し
た
幼
児
、
ｌ
回

の
み
接
謹

▽
予
防
接
種
の
日
程

今
年
度
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
日
し
か
日

程
を
と
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ

な
い
様
に
受
け
て
下
さ
い
。

予防接梱＝ヨ程

月　 日 時　 間 場　 所

1 回目 4 月1 日

午後2 時

（ 町民会
2 回目 4 月21日

3 回目 5 月12日 午後 3 時

追加 日 6 月29日

せいじ

正門聖士ちゃんｉ
昭和56年3月5日生

（至ど習）さんの長男

誕生を迎え動作も活発になり…

ました。今は、やんちゃ盛りで…

目が離せません。健康で明るい三

子供に育ってほしいです。

（おかの台県住5棟）三
ｌいい‘ｌＰｌｌ‘ｔｌ．叩．1－ｌｔｌＭｌ．．ｌＨｌＨｌ．・ｌ．・ｌ‥．′

∇
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
い

①
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
来
る

こ
と
。

㊥
前
日
ま
で
に
必
ず
問
診
票
を
役
場

衛
生
係
に
取
り
に
来
る
こ
と
。

（
問
診
票
に
は
、
必
ず
捺
印
す
る

こ
と
。
捺
印
の
な
い
人
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
）

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

傾
熟
の
あ
る
子
供

③
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

③
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供

④
慢
性
疾
患
（
腎
臓
、
肝
臓
、
喘
息

）
に
か
か
っ
て
い
る
子
供

⑤
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な

ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
上
経
過

し
て
な
い
子
供

琴
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

乳
ガ
　
ン
　
検
診

▽
日
時
　
3
月
2
4
日
　
1
3
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
農
業
団
地
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
み
先

役
場
衛
生
係
に
電
話
で
申
込
み
く

だ

さ

い

。

（

含

2

0

1

・

4

3

2

1

〕

子
宮
ガ
ン
検
診

▽
日
時
　
3
月
2
5
日
・
2
6
日

9
時
～
1
0
時
3
0
分
ま
で

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽
料
金
　
国
保
　
　
5
0
0
円

一

般

　

1

、

2

0

0

円

▽
申
込
み
先

2
日
間
と
も
先
着
一
〇
〇
名
で
打

切
り
ま
す
の
で
、
3
月
1
1
日
よ
り
料

金
を
準
え
て
役
場
衛
生
係
に
申
込
ん

で
下
さ
い
。

固

定

資

産

税

縦
覧
と

第
一
期
納
期

国
民
年
金
保
険
料
4
月
か
ら
5
、
2
2
0
円
に

ゆみこ

宮原優実子ちゃん
昭和56年4月16日生

（悪筆）さんの長女

身長・体重も棲準以上の元気

な子です。今では伝い歩きをし

て家じゅうを動き回り、目が離

せません。このまま元気に育っ

一
－
一
－
．
－
，
一
、
．
．
．
一
1
1
．
1
一
Ⅰ
一
－
4
．
．
一
．
．
．
1
一
＝
＿
Ⅰ
一
．
一
ｔ
．
＿
．
一
－

；てほしいです。　（吉田鯉口）
ｔ．ｔｌい1，4ｔｌｔｔ．ロ．ｌＨｌｔｔｌＰｔｌＰｔ，°ｔ－▼ｔ－′ヽｔＦ．ｌ′ヰｔ．ｔ

国
民
年
金
の
年
金
額
は
、
年
ご
と
に

改
善
さ
れ
、
昨
年
も
七
月
分
か
ら
物
価

に
ス
ラ
イ
ド
さ
せ
て
、
七
・
八
％
の
引

き
あ
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
二
十
五
年

納
付
の
人
の
年
金
額
は
月
額
四
万
五
千

二
百
七
十
五
円
と
、
三
千
二
百
七
十
五

円
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
年
度
も
、
き
び
し
い
緊
縮

予
算
の
な
か
、
四
・
五
％
の
引
き
上
げ

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
年
金
額
は
、
毎
年
引
き

上
げ
ら
れ
、
制
度
の
改
善
充
実
が
図
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
国
民
年
金
財
政
の

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
制
度
を
健

全
に
運
営
す
る
た
め
に
、
こ
の
四
月
か

ら
保
険
料
も
五
千
二
百
二
十
円
に
改
定

き
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
負
担
も
増
え
て
釆
ま
す
が

ぁ
な
た
の
年
金
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
必
ず

そ
の
月
末
ま
で
に
納
入
下
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、
便

利
な
月
産
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
㍗

地
方
税
法
の
改
正
案
が
国
会
審
議
中

で
遅
れ
る
見
通
し
の
た
め
、
固
定
資
産

税
の
縦
覧
と
第
一
期
納
期
を
次
の
と
お

り
変
更
し
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

昭

和

5

7

年

4

月

1

日

～

2

0

日

（
た
だ
し
、
日
曜
日
と
土
曜
日

の
午
後
を
除
く
〕

▽
縦
覧
場
所
　
役
場
財
政
課
課
税
係

▽
第
一
期
的
斯

昭

和

5

7

年

5

月

1

日

～

3

1

日

（
第
二
期
以
降
は
従
来
ど
お
り
）

町

建

設

工

事

指

名

願

受

付

昭
和
5
7
年
度
に
水
巻
町
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
、
皆
工
事
、
地
質
調

査
業
務
等
の
入
札
、
見
横
り
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
を
次
の
姿
額
で
受
付
し

ま
す
。

▽
受
付
期
間

4

月

ｌ

日

～

4

月

1

5

日

▽
受
付
場
所

役
場
管
財
課
管
財
係

▽
建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
は
管

財
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
管
財
係
に
問
い
合

せ

て

く

だ

さ

い

。

（

魯

2

0

1

・

4

3

2

1

　

内

線

4

0

4

、

4

0

5

）

助けあ　う　みんなの心よ　い心　　　頃宋小6年　中村小夜子



高
齢
者
講
座

を
開
設

優
良
運
転
者

を
表
彰
し
ま
す

高
齢
者
の
万
々
が
、
よ
り
広
く
教
贅

を
修
め
積
極
的
に
地
域
社
会
に
参
加
し

て
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を

創
り
出
す
こ
と
を
目
的
に
教
黍
講
座
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
あ
な
た
も
、
是
非
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

ｌｌ…Ⅲ冊ｌ昭和57年3月10日……ⅢⅢⅢⅢ…1冊……ⅢⅢ細目ⅢⅢ…11

▽
日
時南

部
地
区
朋
欝
｝

北
部
地
区
朋
1
8
1
6
聖 1

1
時

～

1

3

時

1
1
時

～

1

3

時

▽
場
所
　
老
人
憩
の
家
「
机
山
荘
」

▽
講
義
内
容
及
び
講
師

「
地
域
社
会
に
お
け
る
老
人
の
役
割

」
　
－
　
須
恵
町
公
民
館
長

永
島
正
夫
先
生

次
の
各
項
に
該
当
さ
れ
る
万
は
、
優

良
運
転
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
資
格

が
あ
り
ま
す
の
で
、
3
月
3
1
日
ま
で
に

運
転
免
許
証
の
写
（
表
と
裏
）
各
一
枚

を
添
え
、
役
場
建
設
課
都
市
計
画
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
自
動
車
の
運
転
免
許
（
原
付
免
許

以
上
）
を
受
け
自
動
車
（
含
む
原
付
自

転
車
）
の
運
転
に
従
事
し
、
そ
の
継
続

年
限
が
5
年
以
上
に
わ
た
る
も
の
。

⑧
自
動
車
の
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を

起
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
。

㊥
道
路
交
通
法
の
規
程
に
よ
る
公
安
委

員
会
の
行
政
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
も
の
。

④
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
道
路
交
通
法

′－111－一－ソ
＿
ヽ
ヽ
ヽ

～お礼～
ｉ　香典返しとして次のかたから社会福祉

違
反
と
し
て
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
も
の
。

⑤
刑
法
そ
の
他
の
法
令
違
反
に
よ
り
罰

金
以
上
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い

も
の
。

⑥
素
行
善
良
・
技
術
優
秀
に
し
て
他
の

模
範
と
な
る
も
の
。

一
、
、
ｌ
Ｉ
、
、
、
、
、
」
日
、
、
、
、
、
－
1
、
、
、
、
、
日
「
、
、
＝
」
「
〓
‥
、
、
、
、
．
〃

遠
賀
霊
園
見
学
会
の
案
内

遠
賀
町
が
経
営
す
る
遠
賀
霊
園
の
見
　
　
ご
希
望
の
方
は
、
無
料
バ
ス
で
送
迎

学
会
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
　
　
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

！協議会にご寄贈がありました。

－

1

1

、

、

、

、

、

－

－

－

－

■

ご冥福をお祈りいたします。

頃　末　故安部悠貴子殿安部静可殿

下　二　故嶺　照男殿　嶺よし子殿

鯉口団地　故田中イト殿田中　元殿

日　　　 時 集　 合　 場　 所

3 月3 1 日
10 ．－ 水 巻駅 裏駐 車場

14 ．－ 下 二町営 住宅 前 バ ス停

4 月 1 日
10 ．－ 上二 町営住 宅 前 バ ス停

14 ．－ 大謄 橋バ ス停

4 月 3 日
10 ．－ み ず ほ団地公 民館 前

14 ．－ 吉田 グラ ウ ン ド前

4 月 4 日
10 ．－ 吉 田 団地 前バ ス停

14 ．－ 鯉 口バ ス停

4 月 7 日
10 ．－ 境 木読 売販 売店 前

14 ．－ 古 賀バ ス停

4 月 8 日
10 ．－ 古 賀公民 館 前

14 ．－ 樋 口バ ス停

4 月 10 日
10 ．－ 梅 ノ木バ ス停

14 ．－ さつ き台 ノヾ ス停
（日光 タ クシー的）

4 月 11 日
10 ．－ 水巻町 民会 館前

14 ．－ 猪熊バ ス停広 場

お問い合せは、遠賀霊園センターへ
（き09329・3・2355）

無
縁
墳
墓
の
改
葬

遠
賀
保
健
所
が
移
転

4
月
1
日
か
ら
旧
南
中
跡
地
へ

4
月
1
日
か
ら
遠
賀
保
健
所
が
吉
田
（
旧
南
中
学
校
跡

地
）
に
移
転
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
3
月
2
9
日
か
ら
3
1
日
ま
で
の
検
診
業
務
は

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
電
話
番
号
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

新
県
道
水
巻

中
間
線

中間
保健所
医≡勿

□
吉田保育所

県
道
水
巻

中
間
線

ご　珍
数

∩ 鹿児島本線口

樋
口
郵
便
局
が
移
転

3

月

2

9

日

よ

り

業

務

開

始

県
道
水
巻
・
芦
屋
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
な
い
樋
口
郵
便

局
が
移
転
し
ま
す
。
移
転
先
は
、
梅
ノ
木
団
地
内
の
砂
山

・
丸
ノ
内
線
沿
い
（
加
納
歯
科
の
隣
）
で
3
月
2
9
日
か
ら

業
務
を
開
始
し
ま
す
。

次
の
墓
地
が
改
葬
と
な
り
ま
す
。
縁

故
者
は
届
出
く
だ
さ
い
。

▽
所
在
地
　
熊
本
県
熊
本
市
出
水
一
丁

目
三
九
七
番
地

。
届
出
先
　
熊
本
市
水
前
寺
土
地
区
画

整
理
事
務
所
（
審
0
9
6
3
・
8
1

・
2
7
1
6
）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
3
月
1
5
日

▽
所
在
地
　
愛
知
県
瀬
戸
市
鹿
乗
町
一

〇
九
六
番
地
「
入
居
墓
地
」

。
届
出
先
　
瀬
戸
市
役
所
商
工
観
光
課

（

含

0

5

6

1

・

8

2

・

7

1

1

1

）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
3
月
3
1
日

▽
所
在
地
　
兵
庫
県
三
田
市
下
内
野
駒

ケ
谷
三
二
二
番
地
「
山
田
墓
地
」
、

岡
田
八
一
番
地
「
白
井
墓
地
」
、
岡

田
八
七
番
地
「
平
田
墓
地
」

。
届
出
先
　
三
田
市
役
所
保
健
衛
生
係

（

審

0

7

9

5

6

・

3

・

4

4

8

1

）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
5
月
3
1
日

第
2
回
水
巻
町
卓
球
選
手
権
大
会

▽
日
時
　
3
月
2
1
日
　
9
時
3
0
分

▽
場
所
　
水
巻
町
勤
労
青
少
年
体
育
セ

ン
タ
ー
（
役
場
横
）

▽
申
込
み
　
当
日
会
場
で
9
時
受
付

▽
主
催
　
町
体
育
協
会

▽
競
技
種
目

。
男
子
シ
ジ
グ
ル
ス

。
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

。
中
学
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

。
中
学
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

。
男
子
ダ
ブ
ル
ス

※
参
加
無
料
、
参
加
者
は
上
ば
き
持
参

の
こ
と
。
聞
合
せ
は
（
魯
2
0
1
・
4

3
2
1
内
線
5
1
5
）
。
芳
賀
ま
で
。

広報は見落しがないよう、すみずみまでよくお読み下さい

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

口
編
　
集
水
巻
町
船
務
課
（
電
2
0
1
－
4
3
2
1
）

ロ
印
　
刷
　
冷
牟
田
印
刷
合
資
会
社


